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１．開会 

 

 

２．議題 

（１）「河内長野市地域公共交通網形成計画」の承認について 

（２）モックルコミュニティバスのアンケート結果等について 

（３）楠ヶ丘地域乗合タクシー（くすまる）のアンケート結果等について 

（４）公共交通に関するアンケート（桐ヶ丘地域）の結果等について 

（５）「平成２７年度河内長野市地域公共交通会議予算」（案）について 

（６）その他 

 

 

３．閉会 
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 これまでの経緯 

公共交通は市民生活を支える大切な交通手段ですが、自動車への過度な依存や少子高齢化の進

展など、様々な要因から利用者の減少傾向が続く中、本市では、これからの河内長野市の公共交

通をどのように守り育てていくのか、その基本的な方針として「河内長野市公共交通のあり方―

市民みんなで守り育くむ持続可能な公共交通を目指して―」を平成２０年度に策定し、本市の実

情に即した持続可能な公共交通の確保を目指しています。 

平成２１年以降、このあり方に基づく実施計画として「河内長野市地域公共交通総合連携計画」

の第１期、第２期を策定し、バス利用者数の確

保、公共交通空白・不便地域の解消、協働によ

る取り組み体制の構築を目標に掲げ、本計画に

基づく取り組みを進めてきました。 

特に、モックルコミュニティバスは上限２０

０円運賃を試行し、利用者が増加している全国

的にも珍しい事例です。また、地域主体の取り

組みにより、楠ヶ丘地域において乗合タクシー

を運行し、利用者の好評を得ています。 

 河内長野市地域公共交通網形成計画策定にあたって 

これまでに公共交通の各種取り組みを行ってきましたが、近年は、さらなる人口減少や高齢化

が進む中、地域の活力を維持・強化するためには、都市核に各種機能を集約したコンパクトなま

ちづくりを推進するとともに、公共交通ネットワークの確保、利便性の高い公共交通の確保が喫

緊の課題となっています。こうした取り組みで、高齢者や、運転免許・自動車を保有しない人等、

誰もが安心して生活できる移動環境が構築でき、外出機会が増えることによって交流が活性化す

ることが期待されます。 

また、市民だけでなく来訪者にとっても利用しやすい公共交通を構築し、交流人口が増加する

ことにより、地域としての活性化が期待されます。 

一方で、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を改正する法律案」が平成２６年

２月に閣議決定され、地域公共交通総合連携計画は、持続可能な地域公共交通網の形成に資する

地域公共交通の活性化及び再生を図るための「地域公共交通網形成計画」に改正されました。 

その背景として、「地域公共交通の維持、改善が交通分野の課題解決にとどまらず、まちづくり、観

光、さらには、健康、福祉、教育、環境等の様々な分野で大きな効果をもたらすもの」とされています。 

今回、こうした動向に対応し、これまでの取り組み実績や課題等を踏まえて、さらなる展開を

図り、持続発展できる公共交通を確保するため、本市の第３期計画となる「河内長野市地域公共

交通網形成計画」を策定しました。 

本計画では、さらなる公共交通の発展を図るため、これまでの取り組みを踏まえた今後３年間

の取り組み施策を検討するとともに、公共交通サービス水準の向上を図りました。地域公共交通

の持続発展は様々な効果が期待されますが、本計画では特にまちづくりや地域の活性化に主眼を

置いて作成しました。  

１．はじめに 

〔参考：河内長野市公共交通のあり方〕※詳細は参考資料に掲載

◆今後の公共交通のあり方 

・基本的な考え方（持続可能な公共交通をめざして） 

・既存バス路線等の活用と連携の取れた公共交通ネットワークの確立 

・協働による取り組みの推進 

・「本当に必要なもの」を効率的、効果的に実施 
 

◆具体的な取り組み（みんなで守り育てる公共交通をめざして） 

・公共交通の需要喚起（公共交通を支える仕組みづくり） 

・まちづくりや地域コミュニティと連携した公共交通の確立 

・利用しやすい公共交通環境の確立 
 

◆市が経費負担するバス路線の改善 
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展開１での成果を踏まえ、他地域への展開を図る 

 

展

開

２

 あり方の展開スケジュール 

 

本計画は「河内長野市公共交通のあり方」（平成２０年１０月策定）に基づく展開スケジュール

３に位置付けます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

〔国の動き〕 

○Ｈ１９年度：「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」施行 

○Ｈ２０年度：「地域公共交通活性化・再生総合事業」創設 

※地域公共交通総合連携計画（法定計画）の策定経費や計画に定める事業に要す

る経費を補助 

○Ｈ２３年度：「地域公共交通確保維持改善事業（生活交通サバイバル戦略）」創設 

○Ｈ２５年度：「交通政策基本法」公布・施行 

○Ｈ２６年度：「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を改正する法律案」公布・施行 

※地域公共交通総合連携計画について、持続可能な地域公共交通網の形成に資する

地域公共交通の活性化及び再生を図るための「地域公共交通網形成計画」に改正 

  

①公共交通に対する市民意識の向上と PR 等の利用促進施策 
 （各段階を通じて実施） 
 
②市民主体の取り組みの仕組みづくりと試行的な取り組み 

（交通空白地域などで実施） 

展

開

１ 

展開１・２を踏まえた市民意識の高まりにより、 

協働による持続可能な公共交通ネットワークの確立 

展

開

３ 

〔第１期 河内長野市地域公共交通総合連携計画〕 

〔第 2 期 河内長野市地域公共交通総合連携計画〕 

〔河内長野市地域公共交通網形成計画（第３期に該当）〕 



   
 

 

3

 

 河内長野市の概要 

①河内長野市の位置 

河内長野市は大阪府の南東端に位置し、東は金剛山地で奈良県、南は和泉山脈で和歌山県と接し、

北を頂点とした三角形の市域を形づくっています。大阪府内で 3 番目に広い面積であり、市域の

7 割は森林で、河川沿いに平野が開け、北に向かって河内平野に続いています。 

大阪市の都心部から約３０ｋｍであり、1 時間圏内ということや、南海高野線が市を南北に縦断

し、さらに市北部で近鉄長野線が河内長野駅で接続するという交通機関にも恵まれていたことから、

昭和３０年代後半頃から市域の北部や中央部の丘陵部に住宅団地が造成され、人口が急増しました。 

 

河内長野市全域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

2.河内長野市における公共交通をとりまく現状 

【 河 内 長 野 市 域 図 】
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②河内長野市の都市構造 

都市計画マスタープランでは第 4 次総合計画で掲げる将来像「みんなで創ろう 潤いめぐる緑と

文化の輝くまち 河内長野」を踏まえて、基本理念を「良好な住環境の維持・向上」、「地域内循環

システムの形成」、「地域産業の再生・ものづくり支援」とし、その実現のための都市構造として、

以下のイメージを掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

至　和歌山県橋本市

至　和泉市

至　堺市

至　大阪狭山市

至　富田林市

至　千早赤阪村

骨格となるみどり

至　奈良県五條市

資料：河内長野市都市計画マスタープラン（平成２４年３月改訂） 
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③土地利用方針 

都市計画マスタープランでは、市域を市街地部、丘陵部、山林部の３つに区分して、各々につい

て方針が定められています。また、３区分それぞれで地域資源が循環するとともに、３区分どうし

が互いにかかわり合いながら、市域全体としての循環性を高めていくことを目指しています。 

 

＜土地利用方針＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
             

  

資料：河内長野市都市計画マスタープラン（平成２４年３月改訂）
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Ｓ 
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〒 
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〒 

〒 
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〒 

〒 

+ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

〒 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

〒 

〒 

〒 

   地域乗合タクシー 

     くすまる     

日 

日

小山田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

奥河内くろまろの郷 

大阪府立花の文化園 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文

文 

文 

文 

文 

文 

文 文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

川上公民館 

天見公民館 

170 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

170 

310 

 河内長野市における公共交通をとりまく現状 

 

①河内長野市における公共交通ネットワークの状況 

河内長野市内では鉄道は南海電気鉄道と近畿日本鉄道が運行しており、駅と郊外をつなぐように

放射状に路線バス（南海バス）及びコミュニティバスが運行されています。 
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じゃんぼスクエア 関西スーパー 

消防本部 

千代田公民館 

加賀田公民館 

高向公民館 

南花台公民館 

三日市公民館 

天野公民館 

至 泉ヶ丘 

至 光明池 

 

Ｓ 

滝畑ダム 

日野・滝畑コミュニティバス 

至 小吹台 

文 

+ 

   

〒 

  
〒 

〒 
〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

+ 

Ｓ 
Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

〒 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

〒 

〒 

〒 

〒 

   地域乗合タクシー 

     くすまる     

日 

日

日

〒 

小山田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

奥河内くろまろの郷 

大阪府立花の文化園 

滝畑ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文

文 

文 

文 

文 

文 

文 文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

滝畑ダム 

滝畑ふるさと文化財の森ｾﾝﾀｰ 

川上公民館 

天見公民館 

170 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

170 

310 

市中心部拡大 

Ｓ 

病院 

スーパー 

凡  例 

〒 郵便局 

モックルコミュニティバス 

日

私鉄 

学校 文 

日野・滝畑コミュニティバス 

モ 

路線バス（系統別にカラー表示） 

道路 

楠ヶ丘地域乗合タクシー くすまる 

＋ 
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図書館 

市立総合体育館 

市民交流センター 

ラブリーホール 
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+ 

+ 

+ 

+ 

 

  

滝畑方面拡大 

Ｓ 

病院 

スーパー 

凡  例 

〒 郵便局 

モックルコミュニティバス 

日

私鉄 

学校 文 

日野・滝畑コミュニティバス 

モ 

路線バス（系統別にカラー表示） 

道路 

楠ヶ丘地域乗合タクシー くすまる 
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日野・滝畑コミュニティバス 

至 小吹台 

文 

+ 

   

〒 

  
〒 

〒 
〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

+ 

Ｓ 
Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

〒 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

〒 

〒 

〒 

〒 

   地域乗合タクシー 

     くすまる     

日 

日

日

〒 

小山田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

奥河内くろまろの郷 

大阪府立花の文化園 

滝畑ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文

文 

文 

文 

文 

文 

文 文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

滝畑ダム 

滝畑ふるさと文化財の森ｾﾝﾀｰ 

川上公民館 

天見公民館 

170 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

170 

310 
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市立総合体育館 

三日市窓口センター 

寺元記念病院 

バティながの 

ォレスト三日市 

デイリーカナートはやし 

市民総合福祉ｾﾝﾀー  

イズミヤ 

てらもと医療リハビリ病院 

澤田病院 

      の 区間 は フリー乗降 

モ 

ックルコミュニティバス 

清見台ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

至 小吹台 

〒 

〒 

〒 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

〒 

文

文 

文 

文 

文 

文 

文 

凡 例

川上公民館 

天見公民館 

+
+

  石見川方面拡大 

       

河内長野市役所 

図書館 

市立総合体育館 

市民交流センター 

ラブリーホール 

 

モ 

モ 

 

寺ヶ池 

警察署 

371 

三日市窓口センター 

 

岡記念病院 

寺元記念病院 

老寿サナトリウム 
福祉センターあかみね 

赤峰市民広場 

大阪南医療センター 

西友 

ノバティながの 

コノミヤ 

サンディ 

フォレスト三日市 

デイリーカナートはやし 

市民総合福祉ｾﾝﾀー  

イズミヤ 

オークワ 

青山第二病院 

てらもと医療リハビリ病院 

澤田病院 

+ 

ディオ 

   の 区間 は フリー乗降 

      の 区間 は フリー乗降 

 

モ 

滝谷病院 

 モックルコミュニティバス 

日野ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

清見台ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

 

 

じゃんぼスクエア 関西スーパー 

消防本部 

千代田公民館 

加賀田公民館 

高向公民館 

南花台公民館 

三日市公民館 

天野公民館 

至 泉ヶ丘 

至 光明池 

 

Ｓ 

滝畑ダム 

日野・滝畑コミュニティバス 

至 小吹台 

文 

+ 

   

〒 

  
〒 

〒 
〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

+ 

Ｓ 
Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

〒 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

〒 

〒 

〒 

〒 

   地域乗合タクシー 

     くすまる     

日 

日

日

〒 

小山田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

奥河内くろまろの郷 

大阪府立花の文化園 

滝畑ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文

文 

文 

文 

文 

文 

文 文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

滝畑ダム 

滝畑ふるさと文化財の森ｾﾝﾀｰ 

川上公民館 

天見公民館 

170 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

170 

310 

Ｓ 

病院 

スーパー 

凡  例 

〒 郵便局 

モックルコミュニティバス 

日

私鉄 

学校 文 

日野・滝畑コミュニティバス 

モ 

路線バス（系統別にカラー表示） 

道路 

楠ヶ丘地域乗合タクシー くすまる 

＋ 
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しかし、駅から 800ｍ、バス停から 400ｍ以上離れた公共交通空白地域や、駅から 400ｍ、バス

停から 400ｍ以上離れた公共交通不便地域が、一部存在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※100ｍメッシュはＨ22 国勢調査 500ｍメッシュ人口を元に算出 

資料：国土数値情報（原典資料は平成２２年） 
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 これまでの取り組みの経緯 

 

河内長野市における公共交通に関するこれまでの取り組みの経緯は以下のようになっています。 
 
 

◆現状 

○本市では民間住宅開発とともに、主に鉄道駅と住宅地を結ぶ路線バスの運行を開発者とバ
ス事業者の協力により実施。（鉄道駅から半径 1ｋｍ以内とバス停から半径 500ｍ以内の公
共交通利用圏域は、住宅地域の約 96％） 

○路線バス利用者は平成 3 年をピークに年々減少傾向が続いている。 
 
 
◆取り組み 

○路線維持及びコミュニティバスの運行 

○平成 7 年度から路線維持のため南海バスの岩湧線に補助。日野・滝畑コミュニティバスの
運行。 

○平成 14 年度から公共施設等のアクセス向上を図るモックルコミュニティバスの運行。 
 
 

○公共交通の基本方針及び体制 

○「河内長野市公共交通のあり方」を平成 20 年度に策定。 
○「河内長野市地域公共交通会議」を平成 21 年 5 月に設置。 

 
 

○地域公共交通総合連携計画【第 1 期・第 2 期（平成 21～26 年度）】 

○「河内長野市地域公共交通総合連携計画（平成 21 年度策定）」に基づき、持続発展できる
公共交通を確保するための取り組みを実施。 
※国の地域公共交通活性化・再生総合事業制度を活用 
・下里地域等でのバスの試行運行（平成 21 年度） 
・モックルコミュニティバス上限 200 円運賃の試行運行（平成 22 年度） 
・楠ヶ丘地域での乗合タクシーの試行運行（平成 22 年度） 

○「第２期河内長野市地域公共交通総合連携計画（平成 24 年度策定）」に基づき、持続発展
できる公共交通を確保するための取り組みを実施。 
※国の地域公共交通確保維持改善事業費補助金を活用 
・バスマップ、観光チラシの作成・配布 
・路線バス千代田線上限 200 円運賃の試行運行 
・南青葉台でのフリー乗降実施 
・モックルコミュニティバス同伴者割引の実施など 
（※詳細は後述の第 2 期河内長野市地域公共交通総合連携計画における取り組みと課題をご参照ください。） 

 
 

○今後の取り組み（地域公共交通網形成計画）（平成 27 年度～） 

○これまでの取り組み実績や課題等を踏まえて、さらなる展開を図り、持続発展できる公共交通を確
保するため、「河内長野市地域公共交通網形成計画」を策定。 

 本計画では、①将来のまちづくりを支えるための公共交通サービスの提供、②公共交通サービス水
準の向上を目標とした各種取り組みを進めることにより、「元気なまち」を目指す。 

※公共交通利用者数、バス利用者数等の各種データについては、参考資料 1 に掲載しています。  

３．これまでの取り組みと課題 
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 第２期河内長野市地域公共交通総合連携計画における取り組みと課題 

 

 

 

第２期河内長野市地域公共交通総合連携計画の中で実現した、主な取り組み５件について紹介し

ます。 
 

1.バスマップの作成・配布 

２.バス旅ガイドの配布 

３.千代田線上限２００円運賃 

４.フリー乗降 

５.同伴者割引 

 

 

1.バスマップの作成・配布〔取り組みの全体概要 p14（1）①（b）〕 

平成２５年度に「河内長野市バスマップ」（１部５枚綴り・クリアファイル入り）を 50,000 部作

成し、平成２５年の１１月号広報紙に折り込み全戸配布するとともに、転入者に窓口にて配布しま

した。 

 

 

 

  

  主な取り組みの紹介 

「地域公共交通確保維持改善事業費補助金※」も

活用しました。 

※「地域協働推進事業計画」及び「地域内フィーダー系

統確保維持計画」を策定し、バス利用者数の維持・発

展のための施策に国の補助制度を活用しました。 
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２.バス旅ガイドの配布〔取り組みの全体概要 p14（1）②、③〕 

平成２５年度に「河内長野市バス旅ガイド」（チラシ）を 5,000 部作成し、駅、観光案内所、観

光施設、公共施設などにて配布しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.千代田線上限 200 円運賃〔取り組みの全体概要 p15（２）②〕 

モックルコミュニティバスの上限２００円運賃との価格差を解消するために、南海バスの千代田

線においても、平成２５年１０月２６日より上限２００円運賃での試行運行を実施しました。 

 

  

 

 

 

 

 

  



   
 

 

13

４.フリー乗降〔取り組みの全体概要 p15（２）③〕 

バス乗降箇所の拡大による利便性向上を図るため、荘園町で好評だったフリー乗降を、平成２５

年１０月２６日より南青葉台でも新規に実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.同伴者割引〔取り組みの全体概要 p1６（３）②（b）〕 

平成２５年１０月２６日より、利用者数が少ない日曜日に限定して、モックルコミュニティバス

の利用者１人につき同伴者１人の運賃を無料とするサービスの試行を実施しました。 
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第２期河内長野市地域公共交通総合連携計画で策定した取り組みの全体概要について、取り組

み概要と課題を示します。 

 

1. 公共交通利用促進策の実施 

 計画の目標：バス利用者数の確保 

事業対象 分類 
具体的な 
取り組み 

実施概要 課題 

（ １ ） 公 共
交通全般 

① 公 共 交
通 利 用 促
進の啓発 

（a）バス利用の手
引きの作成、配布
等 

主な取り組み 1

○平成 24 年度：検討 
○平成 25 年度：「河内長野市バスマップ」 

（1 部 5 枚綴り・クリアファイル入り）を 50,000
部作成し、平成 25 年の 11 月号広報紙に折り
込み全戸配布するとともに、転入者に窓口に
て配布した。 

○平成 26 年度：携帯性を重視し、昨年度の５枚
綴りから１枚に情報を集約したものを 50,000
部作成し公共施設・観光施設、バス車内など
にて配布した。 

○バスマップ配布に
よる効果検証 

○利用者等の改善
意向 

（b）バスマップの
作成・配布 

主な取り組み 1

（c）モデル的な取
り組みの他地域へ
の啓発 

○平成 24 年度：検討 
○平成 25 年度：勉強会の開催募集の際に、楠ヶ

丘地域の取り組みを参考資料として送付した。 
※勉強会の開催募集：地域において日頃の移

動に不便を感じている方々の移動手段の確
保に向け、現状を把握し、問題点の整理や解
決策の検討を行うことを目的とする勉強会の
開催を希望する団体を募集した。 

○平成 26 年度：希望団体と勉強会を開催した
際に、楠ヶ丘地域の取り組みやメリットを説明
し、モデル地域の啓発を図った。 

○勉強会の継続的
実施 

②観光との
連携 

観 光 資 源 と 路 線
バスを活用した取
り組みの実施 

主な取り組み 2

○平成 24 年度：検討 
○平成 25 年度：「河内長野市バス旅ガイド」 

（チラシ）を 5,000 部作成し、駅、観光案内所、観
光施設、公共施設などにて配布した。 

○平成 26 年度：昨年度と同様に「河内長野市バ
ス旅ガイド」（チラシ）を 20,000 部作成し、駅・
観光案内所、観光施設、公共施設などにて
配布した。 

○バス旅ガイド配布
による効果検証 

○連携する観光資
源、商業施設の
拡大 

○魅力ある特典の
検討 ③ 商 業 施

設との連携

商 業 施 設 等 と 連
携した特典の提供
等の検討  

主な取り組み 2

④福祉との
協力 

（a）ノンステップバ
ス導入の推進 

○平成 24 年度：2 台導入 
○平成 25 年度：導入見送り 
○平成 26 年度：導入見送り 

○継続的推進 

（ｂ）モックルコミュ
ニティバスと福祉
施設送迎バスとの
乗り継ぎの検討 

○平成 24 年度：モックルコミュニティバスと福祉セ
ンター送迎バスとの時刻表をまとめたものを作
成し、福祉センターにて掲示している。 

○平成 25 年度：前年度同様 
○平成 26 年度：前年度同様 

○利用者等のニー
ズに応じた対応
策の検討 

（c）福祉有償運送
と公共交通の連携
の検討 

○平成 24 年度：検討 
○平成 25 年度：検討 
○平成 26 年度：検討 

 

 

  取り組みの全体概要と課題 
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事業対象 分類 
具体的な 
取り組み 

実施概要 課題 

（２）路線 
バス 

①料金支払
い時の利便
性向上 

IC カードシステム
導入の検討 

○平成 24 年度：未検討 
○平成 25 年度：南海バスと導入について協議

し、3 月の河内長野市地域公共交通会議に
て、生活交通改善事業計画（利用環境改善
促進等事業）を審議の上、策定。 

○平成 26 年度：導入を完了し、平成 27 年 4 月
から利用開始。 

○ＩＣカードの普及促
進につながる料金
割引施策等の検
討 

②乗車運賃
の割引 

上限２００円運
賃の 他路線へ
の展開を検討 

主な取り組み 3

○平成 24 年度：南海バス、大阪南医療センタ
ーと運行について協議。 

○平成25 年度：10 月26 日より、南海バスの千代
田線において、上限200円運賃での試行運行
を実施。 

○平成 26 年度：試行運行継続 

○上限 200 円運賃に
よる効果検証 

③ バ ス 乗 降
箇所の拡大
に よ る 利 便
性向上 

フリー乗降の 
展開 

主な取り組み 4

○平成 24 年度：導入なし 
○平成 25 年度：10 月 26 日より、南青葉台にて

フリー乗降実施。 
○平成 26 年度：導入なし 

○フリー乗降実施に
よる効果、課題検
証 

○適合地区の検討と
実施区間の拡大 

④新規路線
導入の検討

（a）深夜バスの
運行を検討 

○平成 24 年度：10 月 29 日より、南海バスの美
加の台駅発 美加の台 左回り、河内長野駅
発 旭ヶ丘行きの運行開始。 

○平成 25 年度：導入なし 
○平成 26 年度：導入なし 

○実現可能性がある
路線の検討 

（b）路線バスの
運行 

○平成 24 年度：導入なし 
○平成 25 年度：10 月 26 日より、南海バスの清

見台団地線において、一部時間帯の河内長
野駅前への路線延伸実施（新規路線の導
入）。 

○平成 26 年度：11 月 29 日より、南海バスの美
加の台団地線において、一部時間帯の三日
市町駅東への路線延伸。一部時間帯の大
矢船西町から南花台経由河内長野駅前行
きの新設。河内長野駅～滝畑ダム行きの土
休日の増便対応策として滝畑ダム行きの便
を新設など。 

○路線延伸による効
果検証 

○実現可能性がある
地区の検討 
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事業対象 分類 
具体的な 
取り組み 

実施概要 課題 

（３）モックル
コミュニティ
バス 

①利用促進
ＰＲ 

（a）車内での 
ＰＲ 

○平成24 年度：検討 
○平成25 年度：5 月より実施 
○平成26 年度：継続実施 

○継続的実施 

（b）市役所、バス
停周辺施設、店
舗等でのＰＲ 

○平成 24 年度：利用促進を図るため、市役所、公共
施設等に利用者数や取り組み状況、利用を呼びか
けるポスターを掲示し、PR を実施。 

○平成25 年度：継続実施 
○平成26 年度：継続実施 

○ＰＲによる効果
検証 

○継続的実施と実
施場所の拡大

②乗車運賃
の割引 

（a）上限２００円運
賃の本格運行 

○平成24 年度：試行運行継続実施 
○平成25 年度：試行運行継続実施 
○平成26 年度：試行運行継続実施 
※平成22 年度より試行運行中 

○本格運行基準
の検討 

○利用者数の増
加 

（b）同伴者割引
の試行 

主な取り組み 5

○平成24 年度：検討 
○平成 25 年度：10 月 26 日より、日曜日に限定して、

モックルコミュニティバスの利用者１人につき同伴
者１人の運賃を無料とするサービスの試行実施。 

○平成26 年度：試行継続 

○効果検証 
○ＰＲ 

（ ４ ） 日 野 ・
滝 畑 コ ミ ュ
ニティバス 

①運行ルー
トの見直し 

農の拠点をまわ
る運行ルートの検
討 

○平成24 年度：検討 
○平成25年度：庁内関係部署及び南海バスとともに、

運行ルートの変更について協議。 
○平成 26 年度：地域活性・交流拠点「奥河内くろまろ

の郷」の秋のオープンに伴う運行ルート変更の実
施。 

○効果検証 
○ＰＲ 

②沿線施設
における割
引特典の実
施の検討 

沿線施設、店舗
などとのタイアッ
プの検討 

○平成24 年度：検討 
○平成 25 年度：花の文化園及び関西サイクルスポー

ツセンターとタイアップし、割引特典を掲載した「河
内長野市バス旅ガイド」（チラシ）を5,000部作成し、
駅、観光案内所、観光施設、公共施設などにて配
布した。 

○平成 26 年度：25 年度同様チラシの作成において、
さらなる沿線施設、店舗などとのタイアップを進め、
割引特典の充実を図った。 

○効果検証 
○連携する沿線

施設、店舗の拡
大 

○魅力ある特典の
検討 

（５）モックル
コミュニティ
バス、日野・
滝 畑 コ ミ ュ
ニティバス 

利用促進及
び自主財源
の確保 

有料広告を掲載
した時刻表・ルー
ト図の作成及び
配布、バス車内
への有料広告掲
載 

○平成24 年度：検討 
○平成 25 年度：「河内長野市バスマップ」にて、コミュ

ニティバスのルート、運賃などの情報を掲載した。 
○平成 26 年度：河内長野市地域公共交通会議にて、

バスマップと併せて、協議、検討を進め、作成、配
布（有料広告の掲載はスペースの関係などから見
送った）。 

○効果検証 

 

２.公共交通を守り育てるための事業を実施 

 計画の目標：公共交通空白・不便地域の解消 

事業対象 分類 具体的な
取り組み 

実施概要 課題

公共交通 
地域に合っ
た公共交通
の検討 

地域に合った公
共交通の試行運
行を検討 

○平成 24 年度：検討
○平成 25 年度：2 月から 3 月にかけて、地域にお

いて日頃の移動に不便を感じている方々の移
動手段の確保に向け、現状を把握し、問題点
の整理や解決策の検討を行うことを目的とする
勉強会の開催を希望する団体の募集をした。 
（不便地域 3 箇所：該当自治会等 11 団体） 

○平成 26 年度：希望団体と勉強会を開催した。 
（5 月：1 団体、6 月：1 団体、7 月：1 団体、1 月：
1 団体、3 月：1 団体） 

○勉強会の推進
に よ る 地 域 の
主体性向上 
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 河内長野市における公共交通をとりまく課題 

 

河内長野市ではこれまでに様々な取り組みを実施してきましたが、依然として以下のような課

題が残されています。 

 

◆ まちづくりとの連携 

河内長野市においては、移動の際の交通手段分担率は自動車が半数弱に対して、鉄道及びバス

の公共交通は２割弱と少なくなっています。公共交通が存在しない又は不便な地域は自動車への

依存度が高くなり、これによって商業施設や生活関連施設等が鉄道駅周辺に集積するのではなく、

幹線道路沿線等に拡散した自動車中心のまちの構造となり、ますます自動車への依存度が高くな

る恐れがあります。 

しかし、今後、高齢化が進行し、高齢者の自動車での移動が困難になると、公共交通の重要性

が高くなることから、自動車に過度に依存しないまちの構造へと転換するとともに、公共交通を

維持・発展させていく必要があります。 

そのため、道路や住宅等の都市計画施策、環境面での取り組み、観光や商業施策など、様々な

まちづくり施策と連携して、公共交通の様々な取り組みを実施する必要があります。 

 

◆ 公共交通利用者数の維持・増加による公共交通の発展 

公共交通の利用者数は減少傾向にありますが、利用者数の減少

により、交通事業者の収支が悪化し、コスト削減による減便、路

線廃止等によって利便性が低下し、さらに利用者が減少するとい

った負のスパイラルに陥る可能性があります。 

モックルコミュニティバスは上限２００円運賃としてから利

用者が増加したものの、近年は減少に転じており、さらなる維持・

増加が必要となっています。 

また、楠ヶ丘地域の乗合タクシーは、地域主体の取り組みによ

り、運行開始当初よりも収支率が改善しましたが、平成２５年度時点で約７５％と収支率１００％

には達しておらず、今後も継続的運行を図るため、利用者数の維持・増加が必要です。 

このような状況を踏まえ、今後も公共交通利用者数を維持・増加させ、公共交通のネットワー

クや利便性を維持・発展させていくことが課題となります。 

 
◆ 公共交通空白・不便地域の解消 

市内には公共交通空白・不便地域が存在していますが、これらの地域では車を運転できない住

民は、生活に必要な移動や外出機会が制約されることとなります。地域として存続していくため

には交通手段の確保が必要不可欠であるため、既存の公共交通のネットワークを維持するととも

に、ニーズに対応した見直し・再編や、公共交通空白・不便地域へ新たに公共交通を導入する等、

公共交通空白・不便地域を解消していくことが課題となります。 

 

  

公共交通利用者

の減少 

公共交通の 

減便、廃止による

利便性低下 

公共交通事業者
の収支率の悪化 

↓ 
コスト削減 

負のスパイラル 
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 上位関連計画における将来像と公共交通の位置づけ 

 

公共交通に関する上位関連計画として、以下の３つの計画があります。ここでは、目指すべき

将来都市像や公共交通に関する取り組みに着目して整理します。 

 

①第４次河内長野市総合計画（平成１８年度～平成２７年度） 

②河内長野市都市計画マスタープラン（平成２４年３月～平成２７年度） 

③河内長野市公共交通のあり方（平成２０年１０月策定） 

 

①第４次河内長野市総合計画 

◆まちづくりの理念 

（１）「調和と共生のまちづくり」 
（２）「元気なまちづくり」 
（３）「協働のまちづくり」 

 

◆都市の将来像 

みんなで創ろう 潤いめぐる 緑と文化の輝くまち 河内長野 

 

◆まちづくりの目標 

１）環境調和都市 
２）共生共感都市 
３）元気創造都市 
４）安全安心都市 
５）自律協働都市 

 

◆公共交通の施策体系 

 

 

◆目指すまちの姿 

● バスなどの公共交通サービスに満足する市民の数が増えています 
  （「バスなどの公共交通サービス」に関する市民満足度） 
● バスなどの公共交通サービスが充実しています 
  （バス営業キロ数） 
● 交通環境のバリアフリー化が進んでいます 
  （バリアフリー基準の適合率） 

 

４．形成計画の基本方針 
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②河内長野市都市計画マスタープラン 

◆都市の将来像と基本理念 

「良好な住環境の維持・向上」 

「地域内循環システムの形成」 

「地域産業の再生・ものづくり支援」 

 

 

◆都市施設の整備方針 

１)交通施設について 

２) 公園・緑地について 

３) 下水道・治山・治水について 

４) その他の公共公益施設について 

 

◆交通施設の整備方針 

A 交流と連携を図る道路網の整備 

(1) 広域幹線道路の整備 

(2) 市域幹線道路の整備 

(3) 身近な道路の整備 

 

B 安全で快適な交通環境の整備 

(1) 安全で災害に強い道路の整備 

(2) 人にやさしい道路の整備 

(3) 景観形成に配慮した道路の整備 

(4) 公共交通機関の整備 

 

◆公共交通に関する方針 

「環境への負荷が少ない公共交通機関の整備を促進し、利用増進を図ります。」 

・エレベーターの設置や安全性の高い整備など、駅舎やその周辺のバリアフリー

などの改善を図ります。 

・利便性向上を図るため、市民等の利用実態にあった運行形態（ダイヤなど）を

交通事業者に要請します。 

・乗り降りしやすい低床バスなどの導入を促進します。 

・公共交通ネットワークのあり方を検討します。 
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③河内長野市公共交通のあり方 

◆基本方針 

だれもが円滑に移動できる道路や施設の質的な充実と公共交通ネットワークの確立 

 

◆公共交通の必要性 

①公共交通の社会的役割 

・生活交通手段としての役割 

・安全な移動手段としての役割 

・環境問題解決への役割 

・交通渋滞緩和の役割 

・街づくりや健康づくりでの役割 

 

②過度な自動車依存による社会問題の解決 

 

◆今後の公共交通のあり方 

・既存バス路線等の活用と連携の取れた公共交通ネットワークの確立 

・協働による取り組みの推進 

・「本当に必要なもの」を効率的、効果的に実施 

 

◆具体的な取り組み 

・公共交通の需要喚起（公共交通を支える仕組みづくり） 

・まちづくりや地域コミュニティと連携した公共交通の確立 

・利用しやすい公共交通環境の確立 

・市が経費負担するバス路線の改善  

 

 

 公共交通の観点から、施策実施により目指す「元気なまち」のイメージ 

 

上位関連計画等を踏まえて、公共交通の観点から各種施策を実施することにより、目指す“元

気なまち”のイメージは以下のとおりです。 
 

“元気なまち” 

・公共交通で移動しやすい都市的魅力がある”まち” 

・日常の移動が確保された安心できる”まち” 

・交流が活発で活気のある”まち” 

  



   
 

 

21

 現状・問題点と課題を踏まえた基本方針 

  

上位関連計画や公共交通の現状・問題点と課題を踏まえて、基本方針を以下のように設定します。 

  

 

公共交通の観点から、施策実施により目指す“元気なまち”のイメージ 

●公共交通で移動しやすい都市的魅力がある”まち” 

●日常の移動が確保された安心できる”まち” 

●交流が活発で活気のある”まち” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針：持続発展できる公共交通を確保する 

●少子高齢化等の動向を踏まえた、誰もが利用しやすい公共交通を目指した利用促進 

●関係者（住民・交通事業者・行政など）との協働による地域主体の公共交通等の確保 

●地域別まちづくりと一体化した公共交通のあり方の検討 

 

 

 

 

まちづくりとの連携 

・既存の鉄道網や地形等を踏まえ、

自動車に過度に依存しないまち 

の構造へ転換することが必要 

・公共交通の維持・発展のためには

道路や住宅等の都市計画施策、

観光や商業施設など、様々な 

まちづくり施策との連携が必要 

公共交通利用者数の維持・増加に

よる公共交通の発展 

・人口は減少するが、公共交通の

利便性を確保するためには、 

利用者数の維持・増加が必要 

・市民や来訪者が利用しやすい 

公共交通を構築し、発展を図る 

分類 現状・問題点 

人口 

 

公共交通 
ネットワーク 

公共交通 

利用者数 

交通手段 

市民意向 

・総人口は平成 12 年をピークに減少 

・将来は人口減少しつつ高齢者人口

が増加する見通し 

・公共交通空白・不便地域が存在 

・鉄道、バスとも平成3 年をピークに減

少傾向 

・モックルコミュニティバスは増加傾向と

なっていたが、近年減少傾向に転じ

ている 

・モックルコミュニティバスは、休日は

平日に比べて利用者数が少ない 

・日野・滝畑コミュニティバスは平成 17

年度以降減少し、平成 22 年度以降

は微増と微減を繰り返している 

・楠ヶ丘地域の乗合タクシーは前年同

月に比べて増加傾向 

・交通手段分担率は、自動車が増加

し、鉄道、バス、徒歩が減少傾向 

・バスの改善点は、「一日の便数」が

最も多くなっており、次いで「運賃」

「運行時間帯」「自宅からバス停まで

の距離」「運行ルート」の順に多い 

課題 

公共交通空白・不便地域の解消 

・地域が存続するためには、免許や

自動車を持たない市民も安心して

生活できる移動環境の確保が必要
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 本市の基本とする交通体系 

 

 
 

本市の交通体系は、鉄道の主要駅である千代田駅・河内長野駅・三日市町駅周辺エリアを都市

計画マスタープランにおいて都市核と位置付けており、この都市核を中心にバス路線網が形成さ

れています。これらの主要駅に美加の台駅を加えた４駅のエリアをモックルコミュニティバスが

結んでおり、主に市役所、図書館、病院などの公共施設へのアクセス充実を図っています。 

 

本市では、都市核に公共交通が集積している交通体系の維持・充実を図り、それぞ

れの都市核が交通結節点として鉄道・バスなどへ円滑に乗り継ぐことができる交通

体系を目指します。 
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河内長野市全域 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本市の第３期計画となる「河内長野市地域公共交通網形成計画」の計画期間は、平成２７年度

～平成２９年度の３年間とします。 

市の 
計画期 

第１期 第２期 第３期 

策定 
計画 

河内長野市地域公共交通総合連携計画 河内長野市地域公共交通網形成計画 

計画 
期間 

平成２１～２３年度 平成２４～２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

 

 

【 河 内 長 野 市 域 図 】 

５．形成計画の区域 

６．形成計画の期間 
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少子高齢化が進展する中、「元気なまち」をつくるには、高齢者、運転免許・自動車を保有しない

人等、誰もが安心して生活できる移動環境を構築し、外出の機会を増やすことが必要です。そのた

め、利用促進、高齢者の移動支援、世代間交流につながる公共交通サービスの提供を目指します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 将来のまちのイメージ 
 
 
 

 

 

本計画では、住民が主体的に取り組む公共交通空白・不便地域において、最適な運行形態等を

協議して試行運行などを行い、公共交通空白・不便地域の解消を目指します。 

公共交通空白地域は公共交通利用可能エリア外の地域であり、公共交通不便地域は公共交通利

用可能エリアですが、駅から比較的近いものの地形や道路条件などからバス路線が無く高齢者の

方などの移動が不便な地域です。 

なお、上記に加えて「平日に８便以上の公共交通の運行本数がある駅、バス停」と条件を設定

していますが、平成２６年度末時点では、市内の鉄道、バスともこの条件を満たしています。 
 

➣ （山間地を除く）公共交通空白＋不便地域の解消 

公共交通空白地域：駅から８００ｍ、バス停から４００ｍ以上のエリア 

公共交通不便地域：駅から４００ｍ、バス停から４００ｍ以上のエリア 

 

目標値：市民の公共交通サービスへの不満足度を平成26年度の43.7％から平成29年度40％とする 
平成25年度のバス年間利用者数を100とした場合に平成29年度100とする（現状維持） 

 
※平成 26 年度河内長野市民意識調査において、「バスなどの公共交通サービス」の満足度は満足（非常に満足+やや満足）が

9.9％、不満（やや不満+非常に不満）が 43.7％であり、重要度は重要（非常に重要+やや重要）が 87.4％ 
※河内長野市の人口は平成22 年から 25 年にかけて約24 百人（人口の 2％）減少しており、今後もこの傾向が続く可能性が高い 

７．形成計画の目標 

  将来のまちづくりを支えるための公共交通サービスの提供 

  公共交通サービス水準の向上 

過度の車依存
核家族化 中心市街地の空洞化

少子高齢化 

医療費の増加 

環境問題 まちの衰退

日常の移動が確保さ

れた安心できるまち公共交通で移動し

やすい都市的魅力

があるまち 

交流が活発で活気の

あるまち 

元気なまち

１ 

2 
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近年、さらなる高齢化の進展により、鉄道駅やバス停までの徒歩移動が困難となっていると考えら

れることから、今回の計画より、サービス水準の向上を図るため、解消を図るべき公共交通空白・不

便地域のエリア設定を下記のように見直すこととしました。 

 
表 公共交通空白・不便地域の変更内容 

項目 
第 1 期、第 2 期における設定 第 3 期における設定 

河内長野市地域公共交通総合連携計画 河内長野市地域公共交通網形成計画

公共交通空白

地域 

駅から 1,000ｍ、 

バス停から 500ｍ以上のエリア 

駅から 800ｍ、 

バス停から 400ｍ以上のエリア 

公共交通不便

地域 

駅から 500ｍ、 

バス停から 500ｍ以上のエリア 

駅から 400ｍ、 

バス停から 400ｍ以上のエリア 

※河内長野市内は鉄道、バスとも平日に 8便以上の公共交通の運行本数がある 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

公共交通空白地域 
（駅から８００m・ 

バス停から４００m 以上） 

公共交通不便地域 
（駅・バス停から４００m 以上） 

公共交通サービス水準の向上 

【公共交通空白・不便地域】 

山間地の空白地域

形成計画の 
ポイント 

公共交通不便地域


	第26回会議次第.pdf
	【資料1-1】地域公共交通網形成計画
	【資料1-2】地域公共交通網形成計画【概要版】
	【資料2-1】(平日)モックルバスアンケートの結果について
	【資料2-2】(日曜)モックルバスアンケートの結果について
	【資料2-3】(日曜)モックルバスアンケート単純集計
	【資料3-1】くすまるアンケートの結果について
	【資料3-2】くすまる評価指標
	【資料3-3】くすまるアンケート単純集計
	【資料4】桐ヶ丘アンケートの結果について
	【資料5-1】平成27年度交通会議予算（案）
	【資料5-2】平成27年度交通会議予算（案）の詳細
	【資料6】大阪市立大学発表（関西支部梗概）(長永)



